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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との高周波成分を対とした画像対、及
び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分及び中周波成分を対とした画像対
の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算によって生成された固有射影行列
、及び前記学習画像群及び前記固有射影行列から生成された射影核テンソルを取得する情
報取得手段と、
　前記取得された射影核テンソルから第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核
テンソルを生成する第１のサブ核テンソル生成手段と、
　前記取得された射影核テンソルから第２の設定で特定した条件に該当する第２のサブ核
テンソルを生成する第２のサブ核テンソル生成手段と、
　処理の対象とする入力画像の高周波成分、又は高周波成分及び中周波成分が抽出された
低周波成分抑制画像を生成するフィルタ手段と、
　前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用した第
１の射影演算によって射影して中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１のサブ
テンソル射影手段と、
　前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを
利用した第２の射影演算によって射影して前記低周波成分抑制画像から射影画像を生成す
る第２のサブテンソル射影手段と、
　前記入力画像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換手段と、
　前記射影画像と前記変換画像とを加算する加算手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との高周波成分を対とした画像対、及
び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分及び中周波成分を対とした画像対
の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算によって生成される固有射影行列
、及び前記学習画像群と前記固有射影行列から生成された射影核テンソルを用いて生成さ
れた第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核テンソル、前記射影核テンソルを
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用いて生成された第２の設定で特定した条件に該当する第２のサブ核テンソル、を取得す
る情報取得手段と、
　処理の対象とする入力画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低
周波成分抑制画像を生成するフィルタ手段と、
　前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用した第
１の射影演算によって射影して中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１のサブ
テンソル射影手段と、
　前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを
利用した第２の射影演算によって射影して前記低周波成分抑制画像から射影画像を生成す
る第２のサブテンソル射影手段と、
　前記入力画像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換手段と、
　前記射影画像と前記変換画像とを加算する加算手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の画像処理装置において、
　前記情報取得手段は、前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分を対とした
画像対を含む学習画像群から射影演算によって生成された固有射影行列、及び前記学習画
像群及び前記固有射影行列から生成された射影核テンソルを取得し、
　前記フィルタ手段は、前記入力画像の高周波成分を抽出した高周波成分画像を生成する
とともに、
　前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用した第
１の射影演算によって射影して前記中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１の
サブテンソル射影手段及び前記第２のサブテンソル射影手段は、前記高周波成分画像から
高周波成分の射影画像を生成して、入力画像において表現される周波数領域を超える高周
波領域の画像情報を生成することを特徴する画像処理装置。
【請求項４】
　互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との高周波成分を対とした画像対、及
び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分及び中周波成分を対とした画像対
の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算により生成された固有射影行列を
生成する固有射影行列生成手段と、
　前記第１画質画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分と中間固有空間の対応関
係と、前記第２画質画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分と前記中間固有空間
の対応関係とを規定した射影核テンソルを生成する射影核テンソル生成手段と、
　前記生成された射影核テンソルから第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核
テンソルを生成する第１のサブ核テンソル取得手段と、
　前記生成された射影核テンソルから第２の設定で特定した条件に該当する第２のサブ核
テンソルを生成する第２のサブ核テンソル取得手段と、
　処理の対象とする入力画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低
周波成分抑制画像を生成するフィルタ手段と、
　前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用した第
１の射影演算によって射影して前記中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１の
サブテンソル射影手段と、
　前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを
利用した第２の射影演算によって射影して前記低周波成分抑制画像から射影画像を生成す
る第２のサブテンソル射影手段と、
　前記入力画像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換手段と、
　前記射影画像と前記変換画像とを加算する加算手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の画像処理装置において、



(3) JP 2011-34345 A5 2013.2.14

　前記固有射影行列生成手段は、前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分を
対とした画像対を含む学習画像群から射影演算によって前記固有射影行列を生成し、
　前記射影核テンソル生成手段は、前記学習画像群及び前記固有射影行列から射影核テン
ソルを生成し、
　前記フィルタ手段は、前記入力画像の高周波成分を抽出した高周波成分画像を生成する
とともに、
　前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用した第
１の射影演算によって射影して前記中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１の
サブテンソル射影手段及び前記第２のサブテンソル射影手段は、前記高周波成分画像から
高周波成分の射影画像を生成して、入力画像において表現される周波数領域を超える高周
波領域の画像情報を生成することを特徴する画像処理装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかに記載の画像処理装置において、
　第１画質画像の高周波成分及び中周波成分は、前記第１画質画像に対して前記フィルタ
手段と同一の処理を施して抽出されるとともに、第２画質画像の高周波成分及び中周波成
分は、第２画質画像に対して前記フィルタ手段と同一の処理を施して抽出されることを特
徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の画像処理装置において、
　前記加算手段によって加算される前記射影画像及び前記変換画像に対して重み付けをす
る重み係数を決定する重み係数決定手段を備えたことを特徴とする画像処理装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかに記載の画像処理装置において、
　前記フィルタ手段は、入力画像におけるナイキスト周波数に基づいた周波数以上の成分
を抽出する処理を施すことを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかに記載の画像処理装置において、
　前記第１画質画像は、前記画像対において相対的に低画質の画像であり、
　前記第２画質画像は、前記画像対において相対的に高画質の画像であり、
　前記変換画像は、前記入力画像よりも高画質の画像であることを特徴とする画像処理装
置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかに記載の画像処理装置において、
　前記第１の設定は、前記第１画質画像を前記中間固有空間に射影する射影関係を指定す
るものであり、
　前記第２の設定は、前記第２画質画像を前記中間固有空間に射影する射影関係を指定す
るものであることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の画像処理装置において、
　前記射影演算は、局所性保存射影（ＬＰＰ；locality preserving projection）、局所
線形埋込み（ＬＬＥ；locally linear embedding）、線形接空間位置合せ（ＬＴＳＡ；li
near tangent-space alignment）のうち、いずれかであることを特徴とする画像処理装置
。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の画像処理装置において、
　前記学習画像群は、人物の顔を対象にした前記画像対を含み、
　前記中間固有空間は、個人差固有空間であることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の画像処理装置において、
　入力された画像内から第１特徴領域を特定する第１特徴領域特定手段と、
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　前記入力された画像について前記第１特徴領域の画像部分を第１の圧縮強度で圧縮する
一方、これら特徴領域以外の画像部分を前記第１の圧縮強度よりも高い圧縮強度の第２の
圧縮強度で圧縮する圧縮処理手段と、
　少なくとも第１の特徴領域を前記第１のサブテンソル射影手段及び前記第２のサブテン
ソル射影手段により射影して画質を変更する画質変更処理手段と、
　を備えたことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３のいずれかに記載の画像処理装置において、
　前記射影演算は局所関係を利用した射影演算を含むことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１５】
　互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との高周波成分を対とした画像対、及
び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分及び中周波成分を対とした画像対
の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算によって生成された固有射影行列
、及び前記学習画像群及び前記固有射影行列から生成された射影核テンソルを取得する情
報取得工程と、
　前記取得された射影核テンソルから第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核
テンソルを生成する第１のサブ核テンソル生成工程と、
　前記取得された射影核テンソルから第２の設定で特定した条件に該当する第２のサブ核
テンソルを生成する第２のサブ核テンソル生成工程と、
　処理の対象とする入力画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低
周波成分抑制画像を生成するフィルタ処理工程と、
　前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用した第
１の射影演算によって射影して中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１のサブ
テンソル射影工程と、
　前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを
利用した第２の射影演算によって射影して前記低周波成分抑制画像から射影画像を生成す
る第２のサブテンソル射影工程と、
　前記入力画像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換工程と、
　前記射影画像と前記変換画像とを加算する加算工程と、
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１６】
　互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との高周波成分を対とした画像対、及
び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分及び中周波成分を対とした画像対
の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算によって生成される固有射影行列
、及び前記学習画像群と前記固有射影行列から生成された射影核テンソルを用いて生成さ
れた第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核テンソル、前記射影核テンソルを
用いて生成された第２の設定で特定した条件に該当する第２のサブ核テンソル、を取得す
る情報取得工程と、
　処理の対象とする入力画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低
周波成分抑制画像を生成するフィルタ処理工程と、
　前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用した第
１の射影演算によって射影して中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１のサブ
テンソル射影工程と、
　前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを
利用した第２の射影演算によって射影して前記低周波成分抑制画像から射影画像を生成す
る第２のサブテンソル射影工程と、
　前記入力画像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換工程と、
　前記射影画像と前記変換画像とを加算する加算工程と、
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１７】
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　互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との高周波成分を対とした画像対、及
び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分及び中周波成分を対とした画像対
の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算により生成された固有射影行列を
生成する固有射影行列生成工程と、
　前記第１画質画像の高周波成分と中間固有空間の対応関係と、前記第２画質画像の高周
波成分と前記中間固有空間の対応関係とを規定した射影核テンソルを生成する射影核テン
ソル生成工程と、
　前記生成された射影核テンソルから第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核
テンソルを生成する第１のサブ核テンソル取得工程と、
　前記生成された射影核テンソルから第２の設定で特定した条件に該当する第２のサブ核
テンソルを生成する第２のサブ核テンソル取得工程と、
　処理の対象とする入力画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低
周波成分抑制画像を生成するフィルタ処理工程と、
　前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用した第
１の射影演算によって射影して前記中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１の
サブテンソル射影工程と、
　前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを
利用した第２の射影演算によって射影して前記低周波成分抑制画像から射影画像を生成す
る第２のサブテンソル射影工程と、
　前記入力画像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換工程と、
　前記射影画像と前記変換画像とを加算する加算工程と、
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１８】
　請求項１５乃至１７のいずれかに記載の画像処理方法において、
　前記射影演算は局所関係を利用した射影演算を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１９】
　コンピュータを、
　互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との高周波成分を対とした画像対、及
び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分及び中周波成分を対とした画像対
の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算によって生成された固有射影行列
、及び前記学習画像群及び前記固有射影行列から生成された射影核テンソルを取得する情
報取得手段と、
　前記取得された射影核テンソルから第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核
テンソルを生成する第１のサブ核テンソル生成手段と、
　前記取得された射影核テンソルから第２の設定で特定した条件に該当する第２のサブ核
テンソルを生成する第２のサブ核テンソル生成手段と、
　処理の対象とする入力画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低
周波成分抑制画像を生成するフィルタ手段と、
　前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用した第
１の射影演算によって射影して中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１のサブ
テンソル射影手段と、
　前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを
利用した第２の射影演算によって射影して前記低周波成分抑制画像から射影画像を生成す
る第２のサブテンソル射影手段と、
　前記入力画像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換手段と、
　前記射影画像と前記変換画像とを加算する加算手段と、
　として機能させるためのプログラム。
【請求項２０】
　コンピュータを、
　互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との高周波成分を対とした画像対、及
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び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分及び中周波成分を対とした画像対
の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算によって生成される固有射影行列
、及び前記学習画像群と前記固有射影行列から生成された射影核テンソルを用いて生成さ
れた第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核テンソル、前記射影核テンソルを
用いて生成された第２の設定で特定した条件に該当する第２のサブ核テンソル、を取得す
る情報取得手段と、
　処理の対象とする入力画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低
周波成分抑制画像を生成するフィルタ手段と、
　前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用した第
１の射影演算によって射影して中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１のサブ
テンソル射影手段と、
　前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを
利用した第２の射影演算によって射影して前記低周波成分抑制画像から射影画像を生成す
る第２のサブテンソル射影手段と、
　前記入力画像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換手段と、
　前記射影画像と前記変換画像とを加算する加算手段と、
　として機能させるためのプログラム。
【請求項２１】
　コンピュータを、
　互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との高周波成分を対とした画像対、及
び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分及び中周波成分を対とした画像対
の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算により生成された固有射影行列を
生成する固有射影行列生成手段と、
　前記第１画質画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分と中間固有空間の対応関
係と、前記第２画質画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分と前記中間固有空間
の対応関係とを規定した射影核テンソルを生成する射影核テンソル生成手段と、
　前記生成された射影核テンソルから第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核
テンソルを生成する第１のサブ核テンソル取得手段と、
　前記生成された射影核テンソルから第２の設定で特定した条件に該当する第２のサブ核
テンソルを生成する第２のサブ核テンソル取得手段と、
　処理の対象とする入力画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低
周波成分抑制画像を生成するフィルタ手段と、
　前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用した第
１の射影演算によって射影して前記中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１の
サブテンソル射影手段と、
　前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを
利用した第２の射影演算によって射影して前記低周波成分抑制画像から射影画像を生成す
る第２のサブテンソル射影手段と、
　前記入力画像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換手段と、
　前記射影画像と前記変換画像とを加算する加算手段と、
として機能させるためのプログラム。
【請求項２２】
　請求項１９乃至２１のいずれかに記載のプログラムにおいて、
　前記射影演算は局所関係を利用した射影演算を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項２３】
　互いに条件の異なる第１条件のデータと第２条件のデータとの少なくとも中周波成分又
は高周波成分を対としたデータ対を含んだ学習データ群から射影演算によって生成された
固有射影行列と、前記学習データ群及び前記固有射影行列から生成された射影核テンソル
と、を取得する情報取得手段と、
　処理の対象とする入力データの高周波成分、又は高周波成分及び中周波成分が抽出され
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た低周波成分抑制入力データを生成するフィルタ手段と、
　前記低周波成分抑制入力データを、前記情報取得手段から取得した前記固有射影行列と
前記射影核テンソルを利用した第１の射影演算によって射影して中間固有空間における係
数ベクトルを算出する第１のサブテンソル射影手段と、
　を備えることを特徴とするデータ処理装置。
【請求項２４】
　互いに条件の異なる第１条件のデータと第２条件のデータとの少なくとも中周波成分又
は高周波成分を対としたデータ対を含んだ学習データ群から射影演算によって生成された
固有射影行列と、前記学習データ群及び前記固有射影行列から生成された射影核テンソル
であって、前記第１条件のデータと中間固有空間の対応関係並びに前記第２条件のデータ
と前記中間固有空間の対応関係とを規定した射影核テンソルから、第１の設定で特定した
条件に該当するものとして作成された第１のサブ核テンソルと、を取得する情報取得手段
と、
　処理の対象とする入力データの高周波成分、又は高周波成分及び中周波成分が抽出され
た低周波成分抑制入力データを生成するフィルタ手段と、
　前記低周波成分抑制入力データを、前記情報取得手段から取得した前記固有射影行列と
前記第１のサブ核テンソルを利用した第１の射影演算によって射影して前記中間固有空間
における係数ベクトルを算出する第１のサブテンソル射影手段と、
　を備えることを特徴とするデータ処理装置。
【請求項２５】
　請求項２３又は２４に記載のデータ処理装置において、
　前記射影演算は局所関係を利用した射影演算を含むことを特徴とするデータ処理装置。
【請求項２６】
　互いに条件の異なる第１条件のデータと第２条件のデータとの少なくとも中周波成分又
は高周波成分を対としたデータ対を含んだ学習データ群から射影演算によって生成された
固有射影行列と、前記学習データ群及び前記固有射影行列から生成された射影核テンソル
と、を取得する情報取得工程と、
　処理の対象とする入力データの高周波成分、又は高周波成分及び中周波成分が抽出され
た低周波成分抑制入力データを生成するフィルタ工程と、
　前記低周波成分抑制入力データを、前記情報取得工程により取得した前記固有射影行列
と前記射影核テンソルを利用した第１の射影演算によって射影して中間固有空間における
係数ベクトルを算出する第１のサブテンソル射影工程と、
　を含むことを特徴とするデータ処理方法。
【請求項２７】
　互いに条件の異なる第１条件のデータと第２条件のデータとの少なくとも中周波成分又
は高周波成分を対としたデータ対を含んだ学習データ群から射影演算によって生成された
固有射影行列と、前記学習データ群及び前記固有射影行列から生成された射影核テンソル
であって、前記第１条件のデータと中間固有空間の対応関係並びに前記第２条件のデータ
と前記中間固有空間の対応関係とを規定した射影核テンソルから、第１の設定で特定した
条件に該当するものとして作成された第１のサブ核テンソルと、を取得する情報取得工程
と、
　処理の対象とする入力データの高周波成分、又は高周波成分及び中周波成分が抽出され
た低周波成分抑制入力データを生成するフィルタ工程と、
　前記低周波成分抑制入力データを、前記情報取得工程により取得した前記固有射影行列
と前記第１のサブ核テンソルを利用した第１の射影演算によって射影して前記中間固有空
間における係数ベクトルを算出する第１のサブテンソル射影工程と、
　を含むことを特徴とするデータ処理方法。
【請求項２８】
　請求項２６又は２７に記載のデータ処理方法において、
　前記射影演算は局所関係を利用した射影演算を含むことを特徴とするデータ処理方法。
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【請求項２９】
　コンピュータを、
　互いに条件の異なる第１条件のデータと第２条件のデータとの少なくとも中周波成分又
は高周波成分を対としたデータ対を含んだ学習データ群から射影演算によって生成された
固有射影行列と、前記学習データ群及び前記固有射影行列から生成された射影核テンソル
と、を取得する情報取得手段と、
　処理の対象とする入力データの高周波成分、又は高周波成分及び中周波成分が抽出され
た低周波成分抑制入力データを生成するフィルタ手段と、
　前記低周波成分抑制入力データを、前記情報取得手段から取得した前記固有射影行列と
前記射影核テンソルを利用した第１の射影演算によって射影して中間固有空間における係
数ベクトルを算出する第１のサブテンソル射影手段、
として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項３０】
　コンピュータを、
　互いに条件の異なる第１条件のデータと第２条件のデータとの少なくとも中周波成分又
は高周波成分を対としたデータ対を含んだ学習データ群から射影演算によって生成された
固有射影行列と、前記学習データ群及び前記固有射影行列から生成された射影核テンソル
であって、前記第１条件のデータと中間固有空間の対応関係並びに前記第２条件のデータ
と前記中間固有空間の対応関係とを規定した射影核テンソルから、第１の設定で特定した
条件に該当するものとして作成された第１のサブ核テンソルと、を取得する情報取得手段
と、
　処理の対象とする入力データの高周波成分、又は高周波成分及び中周波成分が抽出され
た低周波成分抑制入力データを生成するフィルタ手段と、
　前記低周波成分抑制入力データを、前記情報取得手段から取得した前記固有射影行列と
前記第１のサブ核テンソルを利用した第１の射影演算によって射影して前記中間固有空間
における係数ベクトルを算出する第１のサブテンソル射影手段と、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項３１】
　請求項２９又は３０に記載のプログラムにおいて、
　前記射影演算は局所関係を利用した射影演算を含むことを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　発明１に係る画像処理装置は、互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との高
周波成分を対とした画像対、及び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分及
び中周波成分を対とした画像対の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算に
よって生成された固有射影行列、及び前記学習画像群及び前記固有射影行列から生成され
た射影核テンソルを取得する情報取得手段と、前記取得された射影核テンソルから第１の
設定で特定した条件に該当する第１のサブ核テンソルを生成する第１のサブ核テンソル生
成手段と、前記取得された射影核テンソルから第２の設定で特定した条件に該当する第２
のサブ核テンソルを生成する第２のサブ核テンソル生成手段と、処理の対象とする入力画
像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低周波成分抑制画像を生成す
るフィルタ手段と、前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テン
ソルを利用した第１の射影演算によって射影して中間固有空間における係数ベクトルを算
出する第１のサブテンソル射影手段と、前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサ
ブ核テンソルと前記固有射影行列とを利用した第２の射影演算によって射影して前記低周
波成分抑制画像から射影画像を生成する第２のサブテンソル射影手段と、前記入力画像と
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異なる画質の変換画像を生成する画像変換手段と、前記射影画像と前記変換画像とを加算
する加算手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　発明２に係る画像処理装置は、互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との高
周波成分を対とした画像対、及び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分及
び中周波成分を対とした画像対の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算に
よって生成される固有射影行列、及び前記学習画像群と前記固有射影行列から生成された
射影核テンソルを用いて生成された第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核テ
ンソル、前記射影核テンソルを用いて生成された第２の設定で特定した条件に該当する第
２のサブ核テンソル、を取得する情報取得手段と、処理の対象とする入力画像の高周波成
分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低周波成分抑制画像を生成するフィルタ手
段と、前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを利用し
た第１の射影演算によって射影して中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１の
サブテンソル射影手段と、前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサブ核テンソル
と前記固有射影行列とを利用した第２の射影演算によって射影して前記低周波成分抑制画
像から射影画像を生成する第２のサブテンソル射影手段と、前記入力画像と異なる画質の
変換画像を生成する画像変換手段と、前記射影画像と前記変換画像とを加算する加算手段
と、を備えることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　発明９に記載の画像処理装置は、発明１乃至８のいずれかに記載の画像処理装置におい
て、前記第１画質画像は、前記画像対において相対的に低画質の画像であり、前記第２画
質画像は、前記画像対において相対的に高画質の画像であり、前記変換画像は、前記入力
画像よりも高画質の画像であることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　発明１５に係る画像処理方法は、互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との
高周波成分を対とした画像対、及び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分
及び中周波成分を対とした画像対の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算
によって生成された固有射影行列、及び前記学習画像群及び前記固有射影行列から生成さ
れた射影核テンソルを取得する情報取得工程と、前記取得された射影核テンソルから第１
の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核テンソルを生成する第１のサブ核テンソル
生成工程と、前記取得された射影核テンソルから第２の設定で特定した条件に該当する第
２のサブ核テンソルを生成する第２のサブ核テンソル生成工程と、処理の対象とする入力
画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低周波成分抑制画像を生成
するフィルタ処理工程と、前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ
核テンソルを利用した第１の射影演算によって射影して中間固有空間における係数ベクト
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ルを算出する第１のサブテンソル射影工程と、前記算出された前記係数ベクトルを前記第
２のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを利用した第２の射影演算によって射影して前
記低周波成分抑制画像から射影画像を生成する第２のサブテンソル射影工程と、前記入力
画像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換工程と、前記射影画像と前記変換画像と
を加算する加算工程と、を含むことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　発明１６に係る画像処理方法は、互いに画質の異なる第１画質画像と第２画質画像との
高周波成分を対とした画像対、及び前記第１画質画像と前記第２画質画像との高周波成分
及び中周波成分を対とした画像対の少なくともいずれかを含んだ学習画像群から射影演算
によって生成される固有射影行列、及び前記学習画像群と前記固有射影行列から生成され
た射影核テンソルを用いて生成された第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核
テンソル、前記射影核テンソルを用いて生成された第２の設定で特定した条件に該当する
第２のサブ核テンソル、を取得する情報取得工程と、処理の対象とする入力画像の高周波
成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低周波成分抑制画像を生成するフィルタ
処理工程と、前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核テンソルを
利用した第１の射影演算によって射影して中間固有空間における係数ベクトルを算出する
第１のサブテンソル射影工程と、前記算出された前記係数ベクトルを前記第２のサブ核テ
ンソルと前記固有射影行列とを利用した第２の射影演算によって射影して前記低周波成分
抑制画像から射影画像を生成する第２のサブテンソル射影工程と、前記入力画像と異なる
画質の変換画像を生成する画像変換工程と、前記射影画像と前記変換画像とを加算する加
算工程と、を含むことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　発明１９に係るプログラムは、コンピュータを、互いに画質の異なる第１画質画像と第
２画質画像との高周波成分を対とした画像対、及び前記第１画質画像と前記第２画質画像
との高周波成分及び中周波成分を対とした画像対の少なくともいずれかを含んだ学習画像
群から射影演算によって生成された固有射影行列、及び前記学習画像群及び前記固有射影
行列から生成された射影核テンソルを取得する情報取得手段と、前記取得された射影核テ
ンソルから第１の設定で特定した条件に該当する第１のサブ核テンソルを生成する第１の
サブ核テンソル生成手段と、前記取得された射影核テンソルから第２の設定で特定した条
件に該当する第２のサブ核テンソルを生成する第２のサブ核テンソル生成手段と、処理の
対象とする入力画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低周波成分
抑制画像を生成するフィルタ手段と、前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記
第１のサブ核テンソルを利用した第１の射影演算によって射影して中間固有空間における
係数ベクトルを算出する第１のサブテンソル射影手段と、前記算出された前記係数ベクト
ルを前記第２のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを利用した第２の射影演算によって
射影して前記低周波成分抑制画像から射影画像を生成する第２のサブテンソル射影手段と
、前記入力画像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換手段と、前記射影画像と前記
変換画像とを加算する加算手段と、として機能させることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　発明２０に係るプログラムは、コンピュータを、互いに画質の異なる第１画質画像と第
２画質画像との高周波成分を対とした画像対、及び前記第１画質画像と前記第２画質画像
との高周波成分及び中周波成分を対とした画像対の少なくともいずれかを含んだ学習画像
群から射影演算によって生成される固有射影行列、及び前記学習画像群と前記固有射影行
列から生成された射影核テンソルを用いて生成された第１の設定で特定した条件に該当す
る第１のサブ核テンソル、前記射影核テンソルを用いて生成された第２の設定で特定した
条件に該当する第２のサブ核テンソル、を取得する情報取得手段と、処理の対象とする入
力画像の高周波成分又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低周波成分抑制画像を生
成するフィルタ手段と、前記低周波成分抑制画像を前記固有射影行列と前記第１のサブ核
テンソルを利用した第１の射影演算によって射影して中間固有空間における係数ベクトル
を算出する第１のサブテンソル射影手段と、前記算出された前記係数ベクトルを前記第２
のサブ核テンソルと前記固有射影行列とを利用した第２の射影演算によって射影して前記
低周波成分抑制画像から射影画像を生成する第２のサブテンソル射影手段と、前記入力画
像と異なる画質の変換画像を生成する画像変換手段と、前記射影画像と前記変換画像とを
加算する加算手段と、として機能させることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　発明２３に係るデータ処理装置は、互いに条件の異なる第１条件のデータと第２条件の
データとの少なくとも中周波成分又は高周波成分を対としたデータ対を含んだ学習データ
群から射影演算によって生成された固有射影行列と、前記学習データ群及び前記固有射影
行列から生成された射影核テンソルと、を取得する情報取得手段と、処理の対象とする入
力データの高周波成分、又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低周波成分抑制入力
データを生成するフィルタ手段と、前記低周波成分抑制入力データを、前記情報取得手段
から取得した前記固有射影行列と前記射影核テンソルを利用した第１の射影演算によって
射影して中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１のサブテンソル射影手段と、
を備えることを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　発明２６に係るデータ理方法は、互いに条件の異なる第１条件のデータと第２条件のデ
ータとの少なくとも中周波成分又は高周波成分を対としたデータ対を含んだ学習データ群
から射影演算によって生成された固有射影行列と、前記学習データ群及び前記固有射影行
列から生成された射影核テンソルと、を取得する情報取得工程と、処理の対象とする入力
データの高周波成分、又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低周波成分抑制入力デ
ータを生成するフィルタ工程と、前記低周波成分抑制入力データを、前記情報取得工程に
より取得した前記固有射影行列と前記射影核テンソルを利用した第１の射影演算によって
射影して中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１のサブテンソル射影工程と、
を含むことを特徴とする。
【手続補正１１】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　発明２９に係るプログラムは、コンピュータを、互いに条件の異なる第１条件のデータ
と第２条件のデータとの少なくとも中周波成分又は高周波成分を対としたデータ対を含ん
だ学習データ群から射影演算によって生成された固有射影行列と、前記学習データ群及び
前記固有射影行列から生成された射影核テンソルと、を取得する情報取得手段と、処理の
対象とする入力データの高周波成分、又は高周波成分及び中周波成分が抽出された低周波
成分抑制入力データを生成するフィルタ手段と、前記低周波成分抑制入力データを、前記
情報取得手段から取得した固有射影行列と前記射影核テンソルを利用した第１の射影演算
によって射影して前記中間固有空間における係数ベクトルを算出する第１のサブテンソル
射影手段、として機能させることを特徴とする。
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